
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
互いに嵌合される一対のコネクタハウジングのうちの一方のコネクタハウジングには、カ
ム溝を有するレバーが装着されるとともに、他方のコネクタハウジングには、前記カム溝
と係合可能なフォロワピンが設けられ、前記レバーの変位に伴って前記フォロワピンが前
記カム溝に沿って変位することにより前記両コネクタハウジングが嵌合・離脱されるよう
にしたレバー式コネクタにおいて、
　前記レバーとして、それぞれにカム溝を有する回動レバーとスライドレバーとが備えら
れ、
　前記一方のコネクタハウジングには、前記回動レバーを回動可能に装着する軸と、前記
スライドレバーを前記両コネクタハウジングの嵌合方向と交差する方向に進退可能に装着
する挿通路とが設けられ、前記回動レバーと前記スライドレバーとが選択的に装着可能と
されるとともに、
　前記回動レバーは、前記軸に対して対称方向の回動可能に装着可能で、かつ前記スライ
ダレバーは前記挿通路の両端から対称姿勢において装着可能とされていることを特徴とす
るレバー式コネクタ。
【請求項２】
前記回動レバーと前記スライドレバーとは、それぞれに設けられた被係止部が前記一方の
コネクタハウジングに設けられた係止部に係止されることで、それぞれの前記カム溝の入
口が前記フォロワピンと対向する初期位置に仮係止可能となっており、
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　前記係止部は、前記回動レバーと前記スライドレバーとの各被係止部に対して共有され
るとともに、前記軸を挟んだ対称位置に配されていることを特徴とする請求項１記載のレ
バー式コネクタ。
【請求項３】
前記一方のコネクタハウジングの後面側には、このコネクタハウジングから引き出された
電線を収めて所定方向に導出する電線カバーが装着され、かつこの電線カバーが選択的に
対称姿勢で装着可能となっていることを特徴とする請求項１または請求項２記載のレバー
式コネクタ。
【請求項４】
前記回動レバーの前記軸が、前記スライドレバーを終了位置でロックするロック手段に用
いられていることを特徴とする請求項１ないし請求項３のいずれかに記載のレバー式コネ
クタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レバー式コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、多極のコネクタのように高い嵌合力が必要とされるコネクタでは、嵌合力を助勢
するためにレバーを装着したものが採用されている。この種のレバー式コネクタとしては
、大きく分けて回動レバーを用いたもの（例えば特許文献１参照）と、スライドレバーを
用いたもの（例えば特許文献２参照）とが知られている。　
　回動レバー式コネクタは、カム溝を設けた回動レバーが一方のハウジングに回動可能に
軸支され、カム溝を相手のハウジングに設けたフォロワピンと係合して回動レバーを回動
操作することで、両ハウジングを嵌合・離脱する。　
　スライドレバー式コネクタは、同じくカム溝を設けたスライドレバーが、一方のハウジ
ングに設けられた挿通路に対して両ハウジングの嵌合方向と交差する方向の進退可能に装
着され、同様にカム溝を相手のハウジングのフォロワピンと係合してスライドレバーを進
退させることで、両ハウジングを嵌合・離脱するようになっている。
【特許文献１】特開平１１－３２９５８２号公報
【特許文献２】米国特許第６ ,１１３ ,４０７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ここでレバーを用いてコネクタを嵌合する場合、特に補機等に直接に設けられ、すなわ
ち定位置に設けられた相手のコネクタに対して嵌合する場合は、レバーの操作スペース等
に制約を受けることが多い。そのため上記のように、回動式とスライド式と操作態様が異
なる２種類のレバー式コネクタがあれば、操作スペース等に合わせて適宜に使い分けがで
きて便利である。　
　しかしながら従来では、回動レバーとスライドレバーとをそれぞれ準備する必要がある
のはもちろんのこと、各レバーの装着構造も勘案して２種類のコネクタハウジングを製造
する必要があり、さらなる改良が切望されていた。　
　本発明は上記のような事情に基づいて完成されたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　請求項１の発明は、互いに嵌合される一対のコネクタハウジングのうちの一方のコネク
タハウジングには、カム溝を有するレバーが装着されるとともに、他方のコネクタハウジ
ングには、前記カム溝と係合可能なフォロワピンが設けられ、前記レバーの変位に伴って
前記フォロワピンが前記カム溝に沿って変位することにより前記両コネクタハウジングが
嵌合・離脱されるようにしたレバー式コネクタにおいて、前記レバーとして、それぞれに
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カム溝を有する回動レバーとスライドレバーとが備えられ、前記一方のコネクタハウジン
グには、前記回動レバーを回動可能に装着する軸と、前記スライドレバーを前記両コネク
タハウジングの嵌合方向と交差する方向に進退可能に装着する挿通路とが設けられ、前記
回動レバーと前記スライドレバーとが選択的に装着可能とされるとともに、前記回動レバ
ーは、前記軸に対して対称方向の回動可能に装着可能で、かつ前記スライダレバーは前記
挿通路の両端から対称姿勢において装着可能とされている構成としたところに特徴を有す
る。
【０００５】
　請求項２の発明は、請求項１に記載のものにおいて、前記回動レバーと前記スライドレ
バーとは、それぞれに設けられた被係止部が前記一方のコネクタハウジングに設けられた
係止部に係止されることで、それぞれの前記カム溝の入口が前記フォロワピンと対向する
初期位置に仮係止可能となっており、前記係止部は、前記回動レバーと前記スライドレバ
ーとの各被係止部に対して共有されるとともに、前記軸を挟んだ対称位置に配されている
ところに特徴を有する。
【０００６】
　請求項３の発明は、請求項１または請求項２に記載のものにおいて、前記一方のコネク
タハウジングの後面側には、このコネクタハウジングから引き出された電線を収めて所定
方向に導出する電線カバーが装着され、かつこの電線カバーが選択的に対称姿勢で装着可
能となっているところに特徴を有する。　
　請求項４の発明は、請求項１ないし請求項３のいずれかに記載のものにおいて、前記回
動レバーの前記軸が、前記スライドレバーを終了位置でロックするロック手段に用いられ
ているところに特徴を有する。
【発明の効果】
【０００７】
　＜請求項１の発明＞
　共通のコネクタハウジングに対して、それぞれ変位形態が異なる回動レバーとスライド
レバーとが選択的に装着可能であり、加えて両レバーが対称姿勢で装着可能であるから、
レバーの操作形態としては都合４種類が選択できる。そのため、レバーの操作スペースに
制約がある場合等に、適合したものを選択することで、コネクタハウジングの嵌合作業を
能率良く行うことができる。しかも、レバーが装着されるコネクタハウジングは共用され
ているから、安価に対応することができる。
【０００８】
　＜請求項２の発明＞
　回動レバーとスライドレバーの両方、さらにはそれぞれ対称姿勢を採った場合も含めて
、それらを初期位置に係止するための係止部を共有化したから、コネクタハウジングの構
造がシンプルとなる。　
　＜請求項３の発明＞
　電線カバーの装着の向きを選択することで、電線の引き出し方向も併せて選択すること
ができる。　
　＜請求項４の発明＞
　スライドレバーのロック手段として回動レバーの軸を利用したから、構造をさらにシン
プルにまとめることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明の一実施形態を図１ないし図２０に基づいて説明する。　
　この実施形態では、共通の雄側のコネクタハウジング１０（以下、単に雄ハウジング１
０という）に対して、回動レバー５０またはスライドレバー６０が選択的に装着された雌
側のコネクタハウジング２０（以下、単に雌ハウジング２０という）を嵌合する場合を例
示している。　
　なお以下では、両ハウジング１０，２０について、相手側との嵌合面側を前方として説
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明する。
【００１０】
　雄ハウジング１０は合成樹脂製であって、図１、図２及び図４に示すように、補機１１
の壁面から一体的に突設された小フード部１２を備えており、この小フード部１２は正面
から見て横長に形成されている。小フード部１２の奥面からは、正面から見て左端の領域
に、図示４本の大雄端子１３Ｌが格子状に配されて突設されているとともに、残りの領域
には、小雄端子１３Ｓが、複数本ずつの列となって３段に分かれて突設されている。また
、こじり防止用のリブ１４が適宜に立てられている。
【００１１】
　小フード部１２の上下両面には、それぞれ幅方向と奥行方向の中央部において、一対の
フォロワピン１５が対称に突設されている。各フォロワピン１５の左右両側には、詳しく
は後記する解除リブ１６が、フォロワピン１５を挟んだ対称位置において奥行方向の全長
にわたって形成されている。解除リブ１６の前端は、先下がりの傾斜面１６Ａとされてい
る。　
　なお、小フード部１２における正面から見た左右の側面には、相手の雌ハウジング２０
との上下逆向きの嵌合を防止するために、左側に１本、右側に２本のリブ１８が立てられ
ている。
【００１２】
　続いて、雌ハウジング２０について説明する。この雌ハウジング２０は、上記したよう
に回動レバー５０とスライドレバー６０とが選択的に装着可能とされているが、まず回動
レバー５０を装着する場合を例に挙げて説明する。　
　雌ハウジング２０は合成樹脂製であって、図５に示すように、上記した雄ハウジング１
０の小フード部１２内に嵌合可能な扁平なタワー部２１の回りに、小フード部１２の外側
に嵌合可能な大フード部２２が設けられている。
【００１３】
　タワー部２１内には、その正面から見た右端の領域に、４個の大キャビティ２３Ｌが格
子状の配置で形成され、残りの領域には、小キャビティ２３Ｓが複数個ずつの列となって
３段に分かれて形成されている。詳しくは図示しないが、大キャビティ２３Ｌ内には、太
い電線の端末に固着された大雌端子が後方から挿入され、小キャビティ２３Ｓ内には、細
い電線の端末に固着された小雌端子が後方から挿入されて、それぞれ抜け止めされて収容
されている。　
　タワー部２１の正面には、こじり防止用に雄ハウジング１０側に設けられたリブ１４が
嵌合される嵌合溝２４が対応して形成されているとともに、大フード部２２の左右の内側
面には、逆嵌合の防止用に同じく雄ハウジング１０側に設けられたリブ１８がそれぞれ嵌
合される嵌合溝２５が形成されている。
【００１４】
　雌ハウジング２０の後面側には、電線カバー３０が装着されるようになっている。電線
カバー３０は合成樹脂製であって、前面と一方の端面（図３の左側）とが連続して開口す
る箱形に形成され、閉じた方の端面側は、角が傾斜した逃がし面３１とされている。電線
カバー３０の開口端面３２側では、両側板の下縁から一対の弾性係止脚３３Ａが対向して
突設されているとともに、閉じられた端面側では、端面板の下縁から１本の弾性係止脚３
３Ｂが突設されている。　
　これに対して、雌ハウジング２０の後端部の外周には、長辺側である上下両面の左右両
端部に、上下で対をなす突部２６が形成され、また短辺側である左右の面に、１個ずつの
突部（図示せず）が形成されている。
【００１５】
　電線カバー３０は、雌ハウジング２０の後面を覆うように被せられ、一対の弾性係止脚
３３Ａを、左右いずれか一方に配された一対の突部２６に嵌め、１本の弾性係止脚３３Ｂ
を反対側の１個の突部に嵌めることによって、開口端面３２を左側に向けた姿勢（図４参
照）と、同右側に向けた姿勢（図９参照）とに選択的に取り付け可能となっている。した
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がって、雌ハウジング２０の後面から引き出された電線は、一纏めにされたのち側方へ略
９０度屈曲され、開口端面３２から左または右に向けて導出されるようになっている。
【００１６】
　回動レバー５０の装着構造の説明に戻ると、雌ハウジング２０における大フード部２２
の開口縁の回りには、外形が正面から見て横長の長方形をなす前面板３５Ａが形成されて
いるとともに、奥縁の回りにも、同じ外形形状をなす後面板３５Ｂが形成されている。大
フード部２２の上面と下面のそれぞれの外側には、上記の前面板３５Ａと後面板３５Ｂの
突出縁の間にわたされるようにしてカバー部３６が形成され、両カバー部３６と大フード
部２２の上下の面との間に、後記するスライドレバー６０の摺動板６１が挿通される挿通
路３８が形成されている。挿通路３８は、左右両面に開口しているのに対して前後両面は
塞がれている。
【００１７】
　大フード部２２の上面と下面の前縁と前面板３５Ａとには、図３に示すように、それぞ
れ幅方向の中央部において、相手の雄ハウジング１０のフォロワピン１５とその両側の解
除リブ１６とを挿入可能な挿入溝４０が形成されている。この挿入溝４０は、図６に参照
して示すように、手前側では、両解除リブ１６の間よりも少し広い間隔を有し、奥行方向
の中央部よりも少し後方の位置において、両解除リブ１６間と同じ幅に段付き状に狭めら
れ、奥は閉鎖されている。挿入溝４０の段付き部分には丸みが付けられ、それぞれ係止段
部４１とされている。　
　一方、上下の後面板３５Ｂには、同じく幅方向の中央部において、前面板３５Ａよりも
幅広の出入口４３が切り欠き形成され、その内側に、回動レバー５０の駆動部５１が収容
される収容空間４４が構成されている。この収容空間４４における出入口４３に近い位置
において、カバー部３６の内面から軸４５が突設されている。
【００１８】
　回動レバー５０は合成樹脂製であって、図３に示すように、ほぼ円形をなす一対の駆動
部５１の外周から突設された腕部５２同士が、操作部５３で連結されることによって門形
に形成されている。両駆動部５１のほぼ中心には、上記した収容空間４４に突設され軸４
５に嵌合可能な軸孔５４が開口されている。回動レバー５０は、両駆動部５１が雌ハウジ
ング２０を挟むようにして出入口４３から収容空間４４に挿入され、軸孔５４に軸４５を
嵌めることで、軸４５を中心として、初期位置（図４参照）と、終了位置（図８参照）と
の間で回動可能に支持されている。
【００１９】
　回動レバー５０の駆動部５１における対向した裏面側には、上記した雄ハウジング１０
のフォロワピン１５が嵌合可能なカム溝５５が形成されている。カム溝５５は、軸孔５４
の回りにおいて所定の湾曲形状に形成されており、このカム溝５５の入口５５Ａが周縁に
開口して形成されている。そして、回動レバー５０が上記の初期位置にあるときには、カ
ム溝５５の入口５５Ａが、フォロワピン１５を受け入れ可能に、手前に向いて開口する設
定となっている。
【００２０】
　また、駆動部５１には、軸孔５４を挟んでカム溝５５の終端と反対側の位置に、回動レ
バー５０を上記の初期位置に仮係止するための係止片５７が設けられている。この係止片
５７は、上記した係止段部４１の形状に倣って先端部に丸みが付された形状であって、先
端側が板面の表裏方向に撓み変形可能であり、常には駆動部５１の裏面よりも裏側に突出
している。　
　したがって、回動レバー５０が初期位置にあるときには、図４に示すように、係止片５
７が対応する係止段部４１に嵌って終了位置側への回動を規制するようになっている。ま
た、この係止片５７は、相手の雄ハウジング１０に設けられた解除リブ１６の進入経路上
に位置する設定となっている。
【００２１】
　なお回動レバー５０は、その終了位置（図８）まで回動されると、操作部５３が電線カ
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バー３０における開口端面３２の上面に当たることで停止されるが、操作部５３には撓み
変形可能なロック片５８が、電線カバー３０の開口端面３２の上面にはロック突部３４が
それぞれ形成されており、回動レバー５０が終了位置まで回動されると、ロック片５８が
ロック突部３４に弾性的に嵌ってロックされるようになっている。
【００２２】
　次に、スライドレバー６０の装着構造を説明する。　
　スライドレバー６０は合成樹脂製であって、図１１及び図１３に示すように、一対の摺
動板６１の基端同士を操作部６２で繋いだ門形形状に形成され、両摺動板６１を、上記し
た雌ハウジング２０の上下の挿通路３８に挿通しつつ、左右いずれかの端面側から差し込
み装着されるようになっている。　
　両摺動板６１の対向した裏面側には、カム溝６３が形成されている。このカム溝６３は
、摺動板６１の先端側から長さ方向の中央部にわたり、奥側が後縁（図１１の上側）に向
けて急緩２段階に傾いた傾斜状に形成されている。カム溝６３の入口６３Ａは、摺動板６
１の前縁に直角に開口して形成されている。
【００２３】
　両摺動板６１の表面側の奥縁には、先端から少し入った位置から長さ方向の中央部にわ
たり、上記した回動レバー５０の軸４５の突出端側を摺動可能に嵌めて案内するガイド溝
６５が形成されている。ガイド溝６５の先の部分は、図１４に示すように、テーパ状の誘
い込み面６６となっていて、上記のように摺動板６１が挿通路３８に挿通されると、軸４
５が誘い込み面６６に乗り上げた後、ガイド溝６５に嵌まるようになっている。そしてス
ライドレバー６０は、軸４５をガイド溝６５に沿わせつつ、初期位置（図１２参照）と、
終了位置（図１７参照）との間で進退可能に組み付けられている。
【００２４】
　より詳細には、図１２に示すように、軸４５がガイド溝６５の前端６５Ａに当たって抜
き方向の移動が規制されたところが初期位置であって、この初期位置では、カム溝６３の
入口６３Ａが、挿入溝４０の幅方向の中央において、フォロワピン１５を受け入れ可能に
手前を向いて開口する設定となっている。また、摺動板６１の先端部には、上記の誘い込
み面６６の側方において、スライドレバー６０が初期位置から終了位置に向けて移動する
ことを仮係止する係止片６７が、押し込み方向の前方を向いて形成されている。この係止
片６７は、回動レバー５０に設けられた係止片５７と同じく、上記の挿入溝４０に設けら
れた係止段部４１の形状に倣って先端部に丸みが付された形状であり、先端側が板面の表
裏方向に撓み変形可能であり、常には摺動板６１の裏面よりも裏側に突出している。　
　すなわち、スライドレバー６０が初期位置にあるときには、係止片６７が対応する係止
段部４１に嵌って終了位置側への押し込みを規制するようになっている。このとき係止片
６７は、相手の雄ハウジング１０に設けられた解除リブ１６の進入経路上に位置する設定
となっている（図１５参照）。
【００２５】
　また、スライドレバー６０は、終了位置まで押し込まれると、図１７に示すように、操
作部６２が雌ハウジング２０の左側の端面に当たり、同時にガイド溝６５の後端６５Ｂが
軸４５に当たることでそれ以上の押し込みが規制されるが、ガイド溝６５の後端６５Ｂよ
り少し前の位置には、図１８に示すように、軸４５をガイド溝６５の後端６５Ｂの位置に
係止する背の低い山形をなすロック突部６８が形成されている。　
　スライドレバー６０は、両摺動板６１の基端側に設けられた摘み部６９を両側から摘ん
で、所定以上の力で引くことにより、軸４５がロック突部６８を乗り越えつつ終了位置か
ら引き戻すことが可能であるが、挿通路３８の入口の外面、すなわちカバー部３６の左右
両端部には、それぞれ摘み部６９を外部に臨ませる窓孔４７が切り欠き形成されている。
【００２６】
　本実施形態は上記のような構造であって、続いてその作用を説明する。　
　回動レバー式を採用する場合は、まず雌ハウジング２０の後面に電線カバー３０を装着
する。電線を正面から見て左側に導出したい場合は、電線カバー３０は図４に示すように
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、開口端面３２を左に向けた姿勢で取り付けられる。次に、回動レバー５０が装着される
が、回動レバー５０は、操作部５３が電線カバー３０の逃がし面３１側に来る姿勢、すな
わち右側を向いた姿勢で収容空間４４に収容され、操作部５３が雌ハウジング２０の右側
の後面に当たった初期位置に軸４５で支持される。　
　この初期位置では、カム溝５５の入口５５Ａが挿入溝４０の中央部において手前側を向
いて開口している。また係止片５７が、右側の係止段部４１に嵌ることで、不用意に終了
位置に向けて回動しないように仮係止されている。
【００２７】
　このように回動レバー５０を装着した雌ハウジング２０が、図４の矢線に示すように、
相手の雄ハウジング１０に向けて嵌合される。嵌合が進むと、図６に示すように雄ハウジ
ング１０側のフォロワピン１５がカム溝５５内に入口５５Ａから進入するとともに、解除
リブ１６も併せて進出し、図７に示すように、右側の解除リブ１６が傾斜面１６Ａを利用
して係止片５７の裏側に潜り込みつつこれを表面側に持ち上げ、係止段部４１の上方に外
れることで回動の係止が解除される。
【００２８】
　続いて、操作部５３を摘んで回動レバー５０を図６の反時計回り方向に回動させると、
フォロワピン１５がカム溝５５に沿ってその奥方へ移動しつつ、その間のてこ作用を受け
て、雌ハウジング２０が雄ハウジング１０に向けて引き寄せられる。そして、図８に示す
ように、回動レバー５０が終了位置まで回動されると、フォロワピン１５がカム溝５５の
終端位置に達するとともに、両ハウジング１０，２０が正規に嵌合される。このとき、操
作部５３に設けられたロック片５８が、電線カバー３０のロック突部３４に弾性的に係止
されることで、回動レバー５０の戻りが規制され、すなわち両ハウジング１０，２０が正
規の嵌合状態にロックされる。
【００２９】
　メンテナンス等において両ハウジング１０，２０を離脱させる場合は、ロック片５８を
強制的に撓み変形させてロック突部３４に対する係止を解除したのち、回動レバー５０を
初期位置に向けて上記とは逆方向に回動させると、フォロワピン１５がカム溝５５内を逆
方向へ移動し、それに伴うてこ作用が発揮されて、同じく小さな操作力で両ハウジング１
０，２０の離脱操作が行われる。
【００３０】
　一方、電線を正面から見て右側に導出したい場合は、図９及び図１０に示すように、電
線カバー３０は開口端面３２を右に向けた姿勢で取り付けられるとともに、回動レバー５
０は、操作部５３が左側を向いた姿勢で取り付けられて初期位置に軸４５で支持される。
このとき、初期位置に仮係止するのは、左側の係止段部４１が利用される。　
　その後は、回動レバー５０の回動方向等が上記とは逆になるだけで、カム溝５５とフォ
ロワピン１５との係合によるてこ作用により、両ハウジング１０，２０の嵌合と離脱作業
が小さな操作力で行われる。
スライドレバー式を採用する場合は、以下のようにして行う。例えば、図１１に示すよう
に、雌ハウジング２０の挿通路３８に対して、スライドレバー６０を正面から見た右側か
ら差し込み、図１２に示すように初期位置に保持する。この初期位置では、カム溝６３の
入口６３Ａが挿入溝４０の中央部において手前側を向いて開口している。また係止片６７
が、左側の係止段部４１に嵌ることで、不用意に終了位置に向けて押し込まれないように
仮係止されている。
【００３１】
　このようにスライドレバー６０を装着した雌ハウジング２０が、図１２の矢線に示すよ
うに、相手の雄ハウジング１０に向けて嵌合される。嵌合が進むと、図１５に示すように
雄ハウジング１０側のフォロワピン１５がカム溝６３内に入口６３Ａから進入するととも
に、解除リブ１６も併せて進出し、図１６に示すように、左側の解除リブ１６が傾斜面１
６Ａを利用して係止片６７の裏側に潜り込みつつこれを表面側に持ち上げ、係止段部４１
の上方に外れることで押し込みの係止が解除される。
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【００３２】
　続いて、操作部６２に手を当てる等で、スライドレバー６０を図１５の左側に押し込む
と、フォロワピン１５がカム溝６３に沿ってその奥方へ移動しつつ、その間のてこ作用を
受けて、雌ハウジング２０が雄ハウジング１０に引き寄せられて嵌合される。そして、図
１７及び図１８に示すように、スライドレバー６０が終了位置まで押し込まれると、フォ
ロワピン１５がカム溝６３の終端位置に達するとともに、両ハウジング１０，２０が正規
に嵌合される。このとき、軸４５がロック突部６８を乗り越えてガイド溝６５の後端６５
Ｂに嵌って係止されることで、スライドレバー６０の戻りが規制され、すなわち両ハウジ
ング１０，２０が正規の嵌合状態にロックされる。
【００３３】
　メンテナンス等において両ハウジング１０，２０を離脱させる場合は、図１７の状態か
ら、窓孔４７を通して摘み部６９を上下から摘んでスライドレバー６０を所定以上の力で
引っ張ると、軸４５がロック突部６８を乗り越えつつスライドレバー６０が右側に移動し
、フォロワピン１５がカム溝５５内を逆方向へ移動して、それに伴うてこ作用が発揮され
ることで、同じく小さな操作力で両ハウジング１０，２０の離脱操作が行われる。
【００３４】
　一方、操作スペースの関係等から、スライドレバー６０を雌ハウジング２０における正
面から見て左側で進退操作したい場合は、図１９及び図２０に示すように、スライドレバ
ー６０は、雌ハウジング２０の挿通路３８に対して左側から差し込まれて、初期位置に保
持される。このとき、初期位置に仮係止するのは、右側の係止段部４１が利用される。　
　その後は、スライドレバー６０の進退方向等が上記とは逆になるだけで、カム溝６３と
フォロワピン１５との係合によるてこ作用により、両ハウジング１０，２０の嵌合と離脱
作業が小さな操作力で行われる。
【００３５】
　以上説明したように本実施形態によれば、共通の雌ハウジング２０に対して、それぞれ
変位形態が異なる回動レバー５０とスライドレバー６０とが選択的に装着可能であり、加
えて両レバー５０，６０が左右対称姿勢で装着可能であるから、レバーの操作形態として
は都合４種類が選択できる。そのため、レバーの操作スペースに制約がある場合や、電線
の引き出し方向が特定されている場合等に、最適のものを選択することにより、両ハウジ
ング１０，２０の嵌合作業を能率良く行うことができる。しかも、両レバー５０，６０が
装着される雌ハウジング２０は完全に同一構造で共用されているから、安価に対応するこ
とができる。
【００３６】
　回動レバー５０とスライドレバー６０の両方、さらにはそれぞれ左右対称姿勢を採った
場合も含めて、それらを初期位置に係止するための係止部（係止段部４１）を共有化した
から、雌ハウジング２０の構造がシンプルとなる。　
　また、スライドレバー６０の進退範囲を規制したり、終了位置にロックする手段として
、回動レバー５０を支持するために設けられた軸４５を利用するようにしたから、雌ハウ
ジング２０の構造がさらにシンプルにまとめられる。
【００３７】
　＜他の実施形態＞
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施形態に限定されるものではなく、例え
ば次のような実施形態も本発明の技術的範囲に含まれ、さらに、下記以外にも要旨を逸脱
しない範囲内で種々変更して実施することができる。　
　（１）スライドレバーを採用した場合にも、電線を所定方向に導出するべく雌ハウジン
グの後面に電線カバーを装着してもよい。そのときスライドレバーは、電線カバーの開口
端面と反対側から装着すると、その進退操作がしやすい。　
　（２）コネクタの形状等によっては、上記実施形態とは逆に、雌ハウジング側にフォロ
ワピンを設け、雄ハウジング側にカム溝を有する回動レバーまたはスライドレバーを設け
るようにしてもよい。　
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　（３）また本発明は、機器一体型のコネクタに限らず、ワイヤ－ワイヤ型式のコネクタ
にも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の一実施形態に係る雄ハウジングの正面図
【図２】その縦断面図
【図３】雌ハウジングへの電線カバーと回動レバーの装着前の状態の一部切欠平面図
【図４】回動レバーを用いた場合における雌雄のハウジングの嵌合前の一部切欠平面図
【図５】回動レバーが初期位置に装着された状態の雌ハウジングの正面図
【図６】雌雄のハウジングの嵌合初期を示す一部切欠平面図
【図７】同雌ハウジングの正面図
【図８】雌雄のハウジングの嵌合終了時の一部切欠平面図
【図９】電線カバー並びに回動レバーを対称姿勢で装着した場合の一部切欠平面図
【図１０】同雌ハウジングの正面図
【図１１】雌ハウジングにスライドレバーを装着する動作を示す一部切欠平面図
【図１２】スライドレバーを用いた場合における雌雄のハウジングの嵌合前の一部切欠平
面図
【図１３】スライドレバーが初期位置に装着された状態の雌ハウジングの正面図
【図１４】同背面図
【図１５】雌雄のハウジングの嵌合初期を示す一部切欠平面図
【図１６】同雌ハウジングの正面図
【図１７】雌雄のハウジングの嵌合終了時の一部切欠平面図
【図１８】同雌ハウジングの背面図
【図１９】スライドレバーを対称姿勢で装着した場合の一部切欠平面図
【図２０】同雌ハウジングの正面図
【符号の説明】
【００３９】
　１０…雄ハウジング（他方のコネクタハウジング）
　１５…フォロワピン
　２０…雌ハウジング（一方のコネクタハウジング）
　３０…電線カバー
　３８…挿通路
　４１…係止段部（係止部）
　４５…軸（ロック手段）
　５０…回動レバー
　５５…カム溝
　５５Ａ…（カム溝５５の）入口
　５７…係止片（被係止部）
　６０…スライドレバー
　６３…カム溝
　６３Ａ…（カム溝６３の）入口
　６５…ガイド溝
　６７…係止片（被係止部）
　６８…ロック突部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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